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「
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る

地
域
活
性
化
と
生
活
環
境
の
改

善
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
臨
海
工
業

地
を
中
心
に
産
業
拠
点
が
形
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
立
地

の
促
進
と
操
業
環
境
の
向
上
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
未
整
備
区
間
の

あ
る
道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備
を

推
進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　
「
活
力
あ
る
産
業
振
興
を
め
ざ

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
か
ら
市
役

所
に
至
る
商
業
地
に
お
い
て
、
空

き
店
舗
の
増
加
な
ど
近
年
空
洞
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
都
市
拠
点

と
な
る
中
心
市
街
地
の
整
備
な
ど

を
進
め
ま
す
。

　
「
自
然
と
共
生
す
る
優
良
な
田

園
居
住
地
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
加
茂
川
と
中
山
川
に
挟
ま
れ

た
優
良
な
農
地
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
農
産
物
の
高
付
加
価

値
化
や
特
産
物
の
生
産
拡
大
に
よ

る
経
営
基
盤
の
強
化
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
農
地
の
保
全
を
基
本
と

し
た
土
地
利
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
活
力
あ
る
産
業
振
興
を
め
ざ

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
東
予
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ

ー
ク
を
中
心
に
産
業
拠
点
が
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
誘

致
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ

壬
生
川
駅
周
辺
の
新
た
な
拠
点
整

備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
地

域
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
周

桑
手
す
き
和
紙
な
ど
と
い
っ
た
、

地
域
に
根
ざ
し
た
地
場
産
業
の
振

興
な
ど
を
図
り
ま
す
。

 　
「
歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
河
原
津

海
岸
や
永
納
山
城
跡
、
本
谷
温
泉

な
ど
を
活
用
し
た
交
流
拠
点
の
創

造
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
な
ど

を
図
り
ま
す
。
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中
山
川
に
沿
っ
た
平
地
部
を
中

心
に
、
県
下
屈
指
の
農
業
地
帯
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
基
盤
や
営

農
環
境
の
改
善
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
農
地
の
保
全
を
基
本
と
す
る

土
地
利
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
主
要
幹
線

道
路
に
接
続
す
る
道
路
整
備
や
、

地
区
間
の
主
要
道
路
の
改
良
な
ど

を
図
る
こ
と
で
、
地
域
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

な
ど
既
存
施
設
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
未
整
備
区
間
の
あ
る
道

路
な
ど
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
近
藤
篤
山
旧
邸
、
養
正
館

な
ど
藩
政
文
化
ゆ
か
り
の
史
跡
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
景
観
に
配
慮
し

た
歴
史
資
源
の
保
全
・
活
用
に
努

め
ま
す
。

　
「
魅
力
あ
る
山
の
文
化
の
再
生

と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
安
全
な
暮
ら
し
が

で
き
る
生
活
環
境
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。
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